
　一般社団
法人日本ジュ
エリー 協 会
は、「日本発の
ジュエリーブ
ランドのPRを
目的」に、昨年
に続き、9月に
香港で開催の
J GW S e p -
t emb e rに、
ジャパン・ジュ
エリー・コレクションパビリオンを設置
し、日本のジュエリーの発信に努めた。
　今回も日本からの出展社が集まる
ジャパンパビリオンが設置されたホー
ル3Gのコンコースに出展。昨年とは少
し場所を変え、日本初のジュエリーブラ
ンドの「つくりの良さやこだわり」「商品
コンセプト」および「世界観」を明確に
打ち出し、海外市場に向け「ジャパン

ジュエリー」を広く発信し、認
知向上を図った。
　出展ブランドは、㈱AbHeri
（東京都）、㈱ケイ・ウノ（愛知
県）、㈱カジ・インターナショナ
ル（東京都）、㈱光・彩（山梨
県）、東越貿易㈱（東京都）の
5社。それぞれが自社の強み
をアピールした。

　初日は、JJA長堀慶太
会長とInforma mar-
kets Japanのジェーム
ス・ソバック社長が視察
に訪れ、出展社の梶光

夫氏とともに
成功を誓っ
た。
　元より香
港フェアではハイジュエリーが集まるグ
ランドホールに出展していた経験をも
つ梶氏は、香港を中心にアジアにも
ファンが定着している。昨年は来場しな
かった梶氏だが、今年はブースに立っ

たことで、より多くのファンが集まり商
売にも繋がっていた。

　AbHeriは今年で2回目。自社ブラン
ドの良さが伝わり商談数も増えてきて
いる。あとはどのような展開が可能か緻
密な計画が求められている。
　ケイ・ウノ
は、子会社
のキャラク
タージュ
エリーブ
ラ ン ド
「U-TRE
A S U R
E 」から
デ ィ ズ
ニーやポケットモンスターを紹介。
世界的に人気のあるキャラ
クターによるジュエリーを
積極的に紹介し、アジアで

の展開を図った。
　光・彩は、JJAジュエリーデザ
インアワードにて受賞歴のある
独自の技術を駆使し、鍛造製
法によるオリジナルの結婚指輪

や婚約指輪、ジュエリーを紹介。日本
の技術から生まれる唯一無二の輝き
で魅了した。

　変わりゆくアジアを中心としたジュエ
リーマーケットの中で、「ジャパン」をア
ピールしていくことに年々重要度が増し
ていく。日本ブランドとして海外市場へ

出ることで、産業としての
成長にも繋がることだろ
う。いまはまだ大きなヴィ
ジョンを持つ段階であ
り、継続して挑戦してい
くことが大事だ。そのた
めにも日頃からの協力
体制を築ける環境や考
え方を学ぶこと、理解す
ることなども必要になっ

てくることだろう。

　㈱ナガホリは、中期経営
計画「Beyond Growth～
成長のその先へ～」に掲げ
る事業ブランド「NAGA-
HORI」の確立に向け、新た
な定番となる「N EW -
STANDARD」シリーズを8
月のジャパンジュエリーフェ
アにて発表したほか、香港
フェアでも香港企業が集ま
るメインホールにブースを
建て、存在感をアピールし
た。
　「NEW STANDARD」
は、長年にわたりNAGA-
HORIが培ってきた商品開
発のノウハウを礎に、「定
番」という価値を現代の感

性でブラッシュアップしたシ
リーズ。時代の流れを捉える
企画力、長年培ってきた技術
力、そして厳選された素材。そ
れぞれの魅力を掛け合わせ、
宝石や貴金属が本来持つ美
しさを最大限に引き出しなが
ら、自社工場の熟練したクラ

フトマンが一つひとつ丁
寧に仕立てている。
　受け継がれてきたジュ
エリーの美意識や普遍的
なデザインを大切にしな
がら、現代を生きる人の
価値観や感性に寄り添う
新たなジュエリーへ。その
中心にあるのが、NAGA-
HORIがデザイン創作の

軸として新たに掲げる、「すべてのジュ
エリーに、ストーリーを。」という考え
方だ。
　単に身を飾るもの
ではなく、そこに込
められた想いと、身
に着ける人自身の
人生や想いが重な
り合うことで、ジュエ
リーはより特別な存
在になる。
　「NEW STAN-
DARD」は、そんな想いから生まれた
「ストーリージュエリー」のコレクショ
ン。10月初旬より、全国の取扱百貨店
宝飾売場にて順次発売開始する予定
となっている。
　また、「NEW STANDARD」では、

日本のジュエリーを海外市場へ
継続した取り組みと協力が必要

 

　世界最大級のBtoB宝飾見本市
「JGW September（Jewellery & 
Gem World Hong Kong）」を主催す
るInforma marketdsは、8月のジャパ
ンジュエリーフェア（JJF）を日本ジュエ
リー協会とのパートナーシップのもと
に主催していることは周知のとおりだ
が、日本と香港以外の地域となる、台
湾（11月）、タイ（5月）、インド（2月、5
月、9月）、中東（10月、11月）、トルコ（4

月、10月）でもジュエリー見本市を開
催している。
　さらに2027年には、スイス・バーゼル
での開催を発表した。開催日は4月8日
～11日。名称は「Basilia Jewellery 
&Watch Fair」とされ、長年バーゼル
ワールドを主催していたMCHと共同で
開催するという。欧州市場初となる開
催で注目が集まるが、水面下で出展社
を集めているようで具体的な内容は発

表されていない。
　予定としては、バー
ゼルの見本市会場の
Messe Baselのホー
ル2を使い、出展社数
は500社を見込んで

いる。その割合は、ジュエリーが
50％、時計が25％、宝石が20％、
パッケージ＆機械が5％となってい
る。見込まれる地域としては、アジ
ア＝中国本土、香港、インド、日本、
タイ、トルコ。欧州＝フランス、ドイ
ツ、イタリア、スイス、イギリス。中東
＝バーレーン、カタール、アラブ首
長国連邦。北米＝カナダ、アメリカ。

その他となっている。

　
　総合ジュエリーメーカーの㈱桑
山は、今年もJGW Septemberの
中でもハイブランドが集まるホール

３B203に
出展し、安
定の製造力
と信頼の高
品 質 で 国
内外のジュ
エリーブラ
ンドを支え
る独自の技

術やグローバルな生産体制の強みと
ともに、企画・デザインから製造・販
売、アフターケアまで一貫した価値提
供で顧客ニーズに応えるメーカーとし
ての姿を披露した。

2027年4月8日～11日
スイス・バーゼルで開催
「Basilia」誕生
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このほかにもNAGAHORIが培ってき
た素材への知見とものづくりの技術を
生かし、それぞれ異なるストーリーを

持つライ
ン を 展
開する。
　 新 た
なダイヤ
モンドの
魅 力 と
軽 や か
な輝きを

表現する『Leggiero』。繊細で優美
な伝統的装飾美を、現代の感性に似
合うジュエリーとして再構築した
『WEAVE』。異なる個性が互いを引き
立て合う、美しいバランスをテーマにし
た『Tenbin』。そして、人生に刻まれる
大切な瞬間をジュエリーに託すアニ
バーサリーライン『DIARY』など、それ
ぞれのラインに込められたストーリー
を通して、ジュエリーを「装飾品」から、
「人生とともに物語を重ねていくもの」
へと提案していく。
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